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特集 決 算 報 告

広報 2平成26年10月号

目的別
歳　入

32億8,613円
地方交付税
（45.9％）

12億9,599万円
国・県支出金
（18.1％）

10億4,053万円
町税

（14.5％）

3億5,701万円
繰越金（5.0％）

1億3,928万円
諸収入（2.0％）

7,116万円
分担金負担金
（1.0％）

1億5,621万円
その他（2.2％）

6億532万円
町債（8.5％）

1億3万円
地方消費税交付金
（1.4％）

7,131万円
地方譲与税（1.0％） 3,211万円

その他（0.4％）

依
存

財
源

75.5％　　　

　　自主財源 24.5％
　

　
　

　
　

　

決
算
報
告

実
り
の
秋
の

平成 25 年度

津南町
　

平
成
26
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。
皆
様
が
納

め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入

が
71
億
５
，５
０
９
万
円
で
前
年
度
比
２
億
３
，

２
０
５
万
円
の
減（
3.1
％
減
）、歳
出
が
68
億
３
，

３
８
０
万
円
で
前
年
度
比
１
億
９
，６
３
２
万

円
の
減（
2.8
％
減
）と
な
り
、差
引
３
億
２
，

１
２
９
万
円
を
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し

た
。

　

長
引
く
経
済
不
況
等
に
よ
り
町
税
は
減
少
傾

向
で
あ
り
、町
税
全
体
で
は
前
年
度
比
1.8
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財
源
は

17
億
６
，４
１
９
万
円
、前
年
度
比
６
，９
５
２
万

円
の
減（
3.8
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
、
３
億 

▼歳入合計

71億
5,509万円

①町税のうち、個人・法人住民税、固定資産税は減少、たばこ税、軽自動車税が増加。

②前年度に地震や豪雨災害の復旧が進み、災害復旧費が大幅に減少。

③町営住宅建設工事、道路改良工事により土木費が増加。

町 税 の 内 訳
構成比

固定資産税 5億 7,233 万円 55.0%
町民税（個） 3億　841 万円 29.6%
町民税（法） 5,555 万円 5.3%
町たばこ税 6,427 万円 6.2%
軽自動車税 3,171 万円 3.1%
入　湯　税 826 万円 0.8%

POINT ここがポイント



平成 25 年度　津南町　決算報告

3 広報 平成26年10月号

15億4,271万円
民生費
（22.6％）

9億1,912万円
土木費
（13.5％）

7億9,575万円
教育費
（11.6％）

6億1,445万円
総務費
（9.0％）

8億204万円
衛生費
（11.7％）

4億7,138万円
公債費（6.7％）

8億514万円
農林水産費
（11.8％）

3億2,867万円
消防費（4.8％）

6,687万円
災害復旧費（1.0％）

目的別
歳　出

4億8,614万円
その他（7.1％）

歳
出
の
増
減
要
因

特
別
会
計
の
状
況

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
児
童
や
高

齢
者
な
ど
福
祉
関
係
経
費
で
あ
る
民
生
費
の
割

合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
平
成
24
年
度
に
長
野
県

北
部
地
震
や
豪
雨
災
害
の
復
旧
が
進
ん
だ
こ
と

に
よ
り
、
前
年
よ
り
３
億
５
，
６
２
４
万
円
減

少
（
84
．
２
％
減
）
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
た
め
池
改
修
工
事
や

林
道
補
修
、
基
盤
整
備
事
業
な
ど
で
前
年
よ
り

１
億
２
，
６
１
５
万
円
の
増
（
18
．
６
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
道
路
改
良
工
事
、
町
営
住
宅

建
設
工
事
な
ど
に
よ
り
２
億
４
，
０
９
０
万
円

の
増
（
35
．
５
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
前
年
度
に
中
津
川
運
動
公
園
造

成
事
業
や
総
合
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
工
事
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
３
億
３
６
７
万
円
の
減
（
27
．

６
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

性 質 別 歳 出
▼歳出合計

68億
3,380万円

前年度比
人件費 8億 9,597 万円 − 1.9%
物件費 8億　612 万円 7.1%

維持補修費 2億 1,090 万円 0.5%
扶助費 5億 3,299 万円 1.1%
補助費等 14億 3,433 万円 3.7%
公債費 5億　591 万円 0.3%
積立金 9,662 万円 91.6%

投資及び出資金・貸付金 8,659 万円 − 15.3%
繰出金 10億 1,842 万円 3.4%

普通建設事業費 11億 2,509 万円 − 0.2%
災害復旧事業費 6,686 万円 − 2.8%
合　計 68億 3,380 万円 − 84.2%

会　計　名 歳　入 歳　　出
国民健康保険 13億　486 万円 11億 9,157 万円
後期高齢者医療 1億 1,532 万円 １億 1,264 万円
介護保険 16億 1,313 万円 15億 4,153 万円
簡易水道 1億 3,608 万円 1億 1,106 万円
下水道事業 3億 7,149 万円 3億 5,278 万円

農業集落排水事業 3億 3,996 万円 3億 3,309 万円
津南病院事業 18億 4,558 万円 18億 4,500 万円
合　計 57億 2,642 万円 54億 8,767 万円

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立
採

算
が
原
則
で
す
。

　

必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の

歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら

財
源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
特

別
会
計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起
債
償

還
分
（
借
金
の
返
済
分
）
を
繰
り
出
し
し
て
い

ま
す
。
毎
年
の
建
設
事
業
の
量
に
よ
り
大
き
く

増
減
す
る
会
計
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
は
、

法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
会

計
で
す
。

８
４
１
万
円
で
前
年
度
比
１
，０
４
５
万
円
の

減（
3.3
％
減
）、法
人
町
民
税
は
、５
，５
５
５
万

円
で
前
年
度
比
23
万
円
の
減（
0.4
％
減
）と
な
り

ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
設
備
投
資
減
少
に
伴
う
償
却

資
産
評
価
額
の
減
少
に
よ
り
、前
年
度
比
１
，

３
４
２
万
円
の
減（
2.3
％
減
）と
な
り
、軽
自
動

車
税（
1.3
％
増
）と
た
ば
こ
税（
8.6
％
増
）は
、合

わ
せ
て
５
４
８
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、町
税
全
体
で
は
10
億
４
，０
５
３
万
円
で
前

年
度
比
１
，９
２
２
万
円
の
減（
1.8
％
減
）と
な

り
ま
し
た
。
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平成23年度
平成24年度

平成25年度

赤字なし
赤字なし

赤字なし

平成23年度
平成24年度

平成25年度

赤字なし
赤字なし

赤字なし

平成23年度
平成24年度

平成25年度

9.8%
10.1% 9.8%

平成23年度
平成24年度

平成25年度

57.9%
83.5%

65.0%

危ない!!

危ない!!

危ない!!

７
年
連
続
黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判
断

す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は
「
無

し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、町
債（
借
金
）の
元
利

償
還
金
で
あ
り
、一
般
会
計
の
ほ
か
簡

易
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の

特
別
会
計
、病
院
会
計
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、消
防（
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
）や
清
掃（
津
南
地
域
衛
生
施

設
組
合
）な
ど
一
部
事
務
組
合
の
会
計

で
も
元
利
償
還
金
が
あ
り
、町
が
相
当

分
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と
と

ら
え
、標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の
種

類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め
、

実
質
の
公
債
費
と
標
準
財
政
規
模
か

ら
交
付
税
措
置
相
当
分
を
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
は「
9.8
％
」で
あ
り
、平
成
25
年

度
決
算
で
は
県
内
市
町
村
の
う
ち
６

番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
お
り
、低
位

に
あ
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、背
負
っ
て
い

る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
を
指
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に
は
、町

債
現
在
高（
全
会
計
の
現
在
高
の
ほ
か
、

一
部
事
務
組
合
の
借
金
の
う
ち
津
南

町
の
持
分
の
現
在
高
を
含
む
）や
将
来

の
支
出
が
決
ま
っ
て
い
る
経
費（
分
割

で
支
払
う
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
の
土
地
・
建
物
購
入
な
ど
）、町
職
員

が
い
っ
せ
い
に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た

場
合
の
退
職
金（
退
職
手
当
引
当
金

相
当
額
）な
ど
を
合
計
し
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、貯
金
で
あ
る
基

金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に
係
る
交

付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を
差
し
引
い
て

実
質
的
な
将
来
負
担
を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
は「
65
．０
％
」と
な
り
、県
内

市
町
村
で
も
低
位
に
あ
り
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
か
ら
み
て
も
低

位
に
あ
り
、健
全
な
水
準
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ

れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別
に
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計
で

は
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
と
「
病

院
会
計
」
の
４
つ
の
会
計
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会
計

を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不
足
比

率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模
に
占
め
る

割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業

集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒
字
の

た
め
、
資
金
不
足
比
率
は
「
無
し
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
会
計
」
は
、
町
か
ら
運
営

費
を
４
億
１
，
３
２
９
万
円
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
余
剰
額
が
出
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
平
成
25
年
度
も
資

金
不
足
比
率
は
「
無
し
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の
合
計

も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
指
標

は
「
無
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
指
標

実
質
赤
字
比
率

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を
可
能

な
限
り
早
い
段
階
で
把
握
し
、
財
政
状
態
の
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的

と
し
、
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
決
算
か
ら

財
政
の
新
た
な
指
標
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政

再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ
の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を
超
え

る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
制
力
や

総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

15％以上だと

20％以上だと

25％以上だと

350％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率
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5 広報 平成26年10月号

項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査に

4 億 6,901 万円
3,625 万円
5,553 万円
3,532 万円
1,834 万円

44,389 円
3,431 円
5,256 円
3,343 円
1,736 円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

4 億 5,061 万円
5 億 8,109 万円
5 億 1,101 万円

42,647 円
54,996 円
48,364 円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2 億 4,125 万円
1 億 2,667 万円

1,382 万円
4 億 2,031 万円

22,833 円
11,989 円

1,308 円
39,779 円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

7 億 6,833 万円
3,681 万円

72,717 円
3,484 円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1 億 9,684 万円
1 億　980 万円

18,629 円
10,392 円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2 億 9,983 万円
1 億 7,641 万円

97 万円
2 億 3,179 万円
2 億 1,011 万円

28,377 円
16,696 円

92 円
21,938 円
19,886 円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

6,798 万円
1 億 8,726 万円
2 億 5,302 万円
2 億 4,902 万円

3,848 万円

6,434 円
17,723 円
23,946 円
23,568 円

3,641 円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 4 億 7,291 万円 44,758 円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3 億 2,867 万円 31,107 円

議　会　費 議会活動に 9,117 万円 8,629 円

災害復旧費 災害の復旧に 6,687 万円 6,328 円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 3,527 万円 8,360 円

■ 町民一人当たりに使われたお金は
※平成26年3月31日現在の
　人口10,566人で換算 64万6,773円

町民一人当たり
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広報 6平成26年10月号

歳 入
18億2,383万円

十日町市
11億7,544万円

（64.4％）

分
担

金

及び負担金 79.3％
国庫支出金

1,047万円（0.6％）

繰越金
8,162万円（4.5％）

県支出金
5,391万円（3.0％）

諸収入
2,347万円（1.3％）

組合債
2億440万円
（11.2％）

その他
359万円（0.4％未満）

津南町
2億7,093万円
（14.9％）

17億2,774万円
歳 出

常備消防費
9億4,028万円
（54.4％）

非常備消防費
2億753万円（12.0％）

消防施設費
1億1,808万円（6.8％）

消防再編計画
事業費

2億2,126万円（12.8％）

公債費
2億1,626万円
（12.5％）

その他
2,433万円

（1.6％未満）
消 防費 86.1

％

財
産
の
状
況

借
金
の
状
況

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の
不

動
産
の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、
町
内

６
箇
所
の
温
泉
権
、
株
券
な
ど
の
有

価
証
券
や
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど
に

よ
る
権
利
、
貯
金
で
あ
る
基
金
、
車

両
や
事
務
機
器
な
ど
の
備
品
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
ひ
ま
わ
り
保
育
園

敷
地
や
見
玉
公
園
敷
地
の
取
得
が
あ

り
、
土
地
の
面
積
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

消
防
業
務
な
ど

　

町
債
と
は
、町
が
事
業
を
行
う
と
き
、

歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、長
期
間

お
金
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
負
う
債
務

で
す
。町
の
借
金
で
す
が
、そ
の
元
利
償

還
金
に
つ
い
て
は
災
害
復
旧
の
た
め
の

借
金
が
95
％
、過
疎
対
策
の
た
め
の
借

金
が
70
％
、下
水
道
整
備
の
た
め
の
借

金
が
50
％
な
ど
と
種
類
に
よ
り
率
は
異

な
り
ま
す
が
、後
年
度
に
地
方
交
付
税

で
措
置
さ
れ
ま
す
。町
の
全
会
計
の
年

度
末
残
高
は
１
２
５
億
７
，０
３
４
万

円
で
、町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

約
１
１
９
万
円
に
な
り
ま
す
。

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,949,734㎡ 0.5％
建　　　物 126,606㎡ -1.0％

山
林

面　　　積 2,041,755㎡ 0.0％
立　　　木 16,396㎡ 0.0％

物　　　権（温泉権） 6件 0.0％
有価証券 8985 万円 -43.8％
貸　付　金 3億 2937 万円 3.7％

出資による権利 1億 8809 万円 0.2％

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0％
山林立木 26,410㎥ 0.0％

預　　　金　　 25 億 4275 万円 0.8％
備　　　品 車輌・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 53億 4,064 万円 3.8％

簡易水道特別会計 5億 1,532 万円 -2.6％
下水道事業特別会計 38億 1,248 万円 -4.5％
農業集落排水事業特別会計 27億 9,102 万円 -4.5％
津南病院事業会計 1億 1,108 万円 -7.2％
合　　　　　　　計 125 億 7,034 万円 -1.1％

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出
し

合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療
所
な

ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一
部
事
務

組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら
支

出
し
て
い
ま
す
。

一 般 会 計

6 月に行われた小型ポンプ操法競技会9 月に行われた消防演習
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7 広報 平成26年10月号

歳 入
4億4270万円

塵芥・し尿

処
理

組
合

費
 6

0
.4

％
　

組合費 70.2

％

津南町
1億2,667万円
（28.6％）

十日町市
9,662万円
（21.8％）

栄村
2,941万円
（6.6％）

斎場組合費
4,311万円
（9.7％）

繰入金
3,762万円
（8.5％）

繰越金
4,656万円
（10.5％）

諸収入
2,241万円（5.1％）

手数料
2,169万円
（4.9％）

使用料及び
手数料

4023万円
（9.1％）

使用料
1,854万円
（4.2％）

財産収入
6万円（0.1％未満）

歳 出
4億708千円

衛
生 費  7 4 . 3 ％

塵芥処理費
1億4,988万円
（36.8％）

じんかい

し尿処理費
7,685万円
（18.9％）

公債費
6,414万円
（15.8％）

総務費
4,038万円
（9.9％）

議会費
17万円

（0.1％未満）

清掃
総務費

5,779万円
（14.2％）

斎場費
1,787万円
（4.4％）

９月号６頁にて「どんなものでも一瞬にして破壊してしまう原発」と表記しましたが、正しくは「ど
んなものでも一瞬にして破壊してしまう原爆」の誤りです。訂正してお詫びいたします。

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松

之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市
町
村
で
構

成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処
理

を
行
っ
て
い
る「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
」

の
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［年間利用実績］

斎　　場　301件（内：津南町182件）前年度比4.7％減

 　※火葬１件当たりの経費：60,671円（公債費等を除く）

ゴミ処理　ゴミ搬入量：7,374トン（内：津南町4,006トン）前年度比11.2％増

燃えるごみ 5976トン 埋立ごみ 121トン
資源ごみ 203トン 古紙 727トン
空びん 206トン ペットボトル 43トン空　缶 98トン 白色トレイ

 　※ゴミ１トン当たりの処理経費：23,336円（公債費等を除く）

し尿処理　総搬入量：3373㎘（内：津南町1694㎘）前年度比4.1％減

 　※１㎘当たりの経費：12,340円（公債費等を除く）　　　　　

滞
納
は
い
け
ま
せ
ん
！

　

税
は
、
納
税
者
の
皆
様
が
定
め
ら
れ
た
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
原
則
で
す
。
当
町
で
も
多
く
の
皆
様
に
期

限
ま
で
に
納
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
滞
納
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
自
主
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す

る
た
め
、
税
負
担
の
公
平
性
確
保
と
納
税
秩

序
の
維
持
の
た
め
、
滞
納
者
に
対
し
て
滞
納

の
解
消
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
ま
ず
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
災
害
等
の
や
む
を
得
な
い

事
情
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
限
内
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
ま
ず
は
役
場
税
務
町
民
課
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
状
況
等
を
聞
き
取
っ
た
う
え
で
、
納

付
計
画
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
連
絡
が

な
い
と
個
別
の
事
情
を
町
で
は
把
握
で
き
ま

せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
３

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

納
税
通
知
書
発
送

　

↓
督
促
と
催
告
等

　

納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
、

督
促
状
に
よ
り
督
促
を
行
っ
た
の
ち
、
電

話
催
告
や
自
宅
訪
問
に
よ
る
催
告
も
行
い

ま
す
。

　

↓
財
産
調
査

　

官
公
署
・
金
融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
・

保
険
会
社
等
な
ど
滞
納
者
の
財
産
を
占
有

す
る
第
三
者
に
対
し
て
財
産
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

↓
差
押
え

　

財
産
調
査
で
発
見
し
た
滞
納
者
の
財
産

に
対
す
る
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　

↓
換
価
・
充
当

　

差
押
え
た
不
動
産
や
金
銭
債
権
等
を
換

価（
換
金
）し
て
、滞
納
額
に
充
当
し
ま
す
。

税
の
滞
納
Ｑ
＆
Ａ

～
こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
す
～

Ｑ
：
少
額
の
滞
納
で
も
滞
納
処
分
（
差
押

え
）
の
対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ
：
滞
納
金
額
に
関
係
な
く
、
差
押
え
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
事
前
連
絡
や
承
諾
な
し
に
差
押
え
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る

の
か
？

Ａ
：
地
方
税
法
第
331
条
等
で
は
、
納
期
限

が
過
ぎ
た
後
、
督
促
状
を
発
送
し
て
10

日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な

い
場
合
は
、
差
押
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
、
本
人
に
対
し
て
、
事
前
の
連
絡

や
そ
の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
ほ
か
に
借
金
が
あ
る
か
ら
税
金
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

Ａ
：
地
方
税
優
先
の
原
則
（
地
方
税
法
第

14
条
）
に
お
い
て
、
地
方
団
体
の
徴
収

金
は
、
そ
の
他
の
債
権
よ
り
も
優
先
に

徴
収
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



広報 8平成26年10月号

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

　

町
で
は
、次
の
通
り
子
育
て
支
援
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所

・
中
津
子
育
て
支
援
住
宅　

中
深
見
乙
９
５
３
１

・
上
郷
子
育
て
支
援
住
宅
①　

上
郷
子
種
新
田

３
９
５
‐
１

・
上
郷
子
育
て
支
援
住
宅
②　

上
郷
子
種
新
田
３
９
４
‐
２

・
三
箇
子
育
て
支
援
住
宅　

三
箇
甲
２
２
１
２
‐
１

・
津
南
原
子
育
て
支
援
住
宅　

米
原
丙
２
３
９
２

■
構
造　

長
屋
造
り　

１
・
２
階　

木
造

■
募
集
戸
数　

各
住
宅　

２
戸

■
間
取
り　

２
間
６
帖
／
Ｄ
Ｋ
６
帖
／
ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃（
敷
金
２
ヶ
月
分
）　
１
ヶ
月　

一
律
２
万
円

■
入
居
資
格

①
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
又
は
、母

子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
世
帯
。

②
現
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、又
は
津
南

町
に
定
住
を
希
望
し
、入
居
後
速
や
か
に
子

育
て
支
援
住
宅
の
住
所
に
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

こ
と
。

　

11
月
５
日
か
ら
、町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
の
検
針
を
行
い
ま
す
。

■
日
程

　

11
月
５
日
㈬
か
ら
３
日
間（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。上
に
物
や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針

で
き
ま
せ
ん
の
で
、移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場
合
、
検

針
員
が
犬
に
噛
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な
ど

の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
年
末
に
行
っ
て

い
る「
歳
末
慰
問
事
業
」を
、今
年
度
も
実
施
い

た
し
ま
す
。

１
　
歳
末
慰
問
事
業
の
支
援
内
容

　

次
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
て
一
律
慰

問
金
５
，０
０
０
円
を
給
付
し
ま
す
。

※
但
し
、歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
実
績
額
に

　

よ
り
金
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
　
右
事
業
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　

基
準
日
11
月
１
日
現
在
津
南
町
に
居
住
し
、

世
帯
全
員
の
町
民
税
が
非
課
税
で「
生
活
困
窮

世
帯
」を
対
象
と
し
、左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
。

・
70
歳
以
上
で
、
６
ヶ
月
以
上
常
時
介
護
を
必

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、事
業
所
得（
営
業
・
農

業
所
得
）、不
動
産
所
得
及
び
山
林
所
得
を
有
す

る
白
色
申
告
の
す
べ
て
の
か
た
は
、記
帳
と
帳

簿
等
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、所
得
税
の
申
告
を
行
う
か
た

の
み
で
な
く
、町
県
民
税
の
申
告
を
行
う
か
た

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、町
で
は
税
務
署
と
共
催
に
よ
り
、

新
た
に
記
帳
を
行
う
か
た
や
記
帳
の
仕
方
が
わ

か
ら
な
い
か
た
の
た
め
に
、記
帳
・
帳
簿
等
の
保

存
制
度
の
概
要
や
記
帳
の
仕
方
等
を
説
明
す
る

子
育
て
支
援
住
宅

　
　
　
　
　
　

入
居
者
募
集

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
検
針

歳
末
慰
問
金
に
つ
い
て

白
色
事
業
所
得
者
の
か
た
向
け
の

記
帳
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

④
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
子
育
て
支
援
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課

土
木
班
に
用
意
）を
提
出
し
、そ
の
場
で
担
当
職

員
と
面
接
。

■
申
込
期
間　

平
成
26
年
10
月
22
日
㈬
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
11
月
28
日
㈮

■
入
居
可
能
予
定
日　

平
成
27
年
３
月
１
日
㈰

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、町
長
が
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

「
記
帳
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

平
成
26
年
11
月
10
日
㈪　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　

℡
０
２
５
‐
７
５
６
‐
６
０
０
１

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内
容

の
詳
細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

入居を募集する予定の中津小教員住宅
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10
月
５
日
号
の
広
報
誌
で
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、注
意
事
項
等
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
定
期
接
種
対
象
者

　

予
防
接
種
日
に
津
南
町
内
に
住
所
の
あ
る
、

①
各
年
度
内
、65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、

90
歳
、95
歳
、100
歳
と
な
る
か
た

　
（
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
の
間
）

②
60
歳
～
64
歳
で
、心
臓
、腎
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
方

　
（
対
象
の
か
た
に
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。）

③
年
度
内
に
101
歳
以
上
に
な
る
か
た

　
（
平
成
26
年
度
の
み
）

　
〝
未
来
の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
〟

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特
定
の

建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
塊
、木
材
な
ど
）
の
「
分
別
解
体
」
と
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・
再
資
源
化
を
促

す
な
ど
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ: http://w

w
w

.hrr.m
lit.

go.jp/giyutu/fukusanbutu/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会　

　

（
北
陸
地
方
整
備
局　

企
画
部

　
　
　
　
　
　
　
　

技
術
管
理
課　

教
習
係
）

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
８
８
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
　
　

定
期
接
種
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

要
と
す
る
者
が
い
る

・
障
害
者
手
帳
所
持
す
る
者
が
い
る

・
18
歳
以
下
の
被
扶
養
者
を
有
す
る
母
子
、
父

子
世
帯
で
、
他
に
同
居
家
族
が
い
な
い
こ
と

・
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
そ
の
他

※
基
準
日
に
生
活
保
護
受
給
、或
い
は
施
設
入

所
や
入
院（
６
ヶ
月
以
上
）で
不
在
の
世
帯
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

３
　
右
事
業
の
支
援
を
受
け
た
い
か
た
は
所
定

の
申
請
書（
地
区
民
生
委
員
か
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
あ
り
ま
す
）に
記
入
し
、地
区
民
生
委
員

へ
本
年
11
月
12
日（
期
限
厳
守
）ま
で
に
提
出
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。℡
７
６
５
‐
３
７
７
４

　内閣府および気象庁では、11月5日㈬の津波防災
の日にあわせ、緊急地震速報を活用した行動訓練を実
施します。
　これにより、町でもつぎのとおり広報無線による試
験放送などを行います。
　あくまでも訓練ですので、お間違いのないようご注
意ください。
■実施日時
　平成26年11月5日㈬
　午前10時〜 12時までの時間帯
■実施内容
①広報無線機による試験放送
機械の自動音声により「緊急地震速報」の試験放送
を行います。

②津南町防災メールによる試験送信
津南町防災メールを利用して、「緊急地震速報」の試
験送信を行います。

■放送・送信内容
「緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓
練放送です。」

■お問い合わせ
　総務課　総務班　℡765-3112

「緊急地震速報」の
試験放送について

大地震
です！

大地震です！

■
注
意
事
項

　

対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、医

療
機
関
に
予
約
の
上
、接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。定
期
接
種
対
象
者
の
①
、③
に
該
当
す
る
か

た
で
、生
活
保
護
・
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
、役

場
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、自
己
負
担
免

除
と
な
り
ま
す
。

　

既
に
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
か
た
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、主
治
医
と
ご
相
談
の
う
え
、接
種
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

新
潟
県
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、新
潟
県
生

活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。日

常
生
活
や
就
職
等
で
悩
み
の
あ
る
か
た
の
話
を

相
談
支
援
員
が
聴
き
、相
談
者
と
一
緒
に
自
立

に
向
け
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

■
相
談
例

・
息
子
が
ひ
き
こ
も
り
で
、
将
来
が
不
安
だ

・
就
職
し
た
い
が
、
今
ま
で
就
職
の
経
験
が
な

く
不
安
だ

・
就
職
す
る
が
長
続
き
し
な
い

・
失
業
中
で
、
当
面
の
生
活
が
苦
し
い

・
金
銭
管
理
が
苦
手
で
、
手
元
に
お
金
が
あ
る

と
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
う

・
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
お
り
、
ど
う
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
な
ど
…

■
支
援
内
容

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
支
援
機
関
に
同
行
し
ま
す

・
家
計
や
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す

・
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す

・
悩
み
ご
と
に
対
し
随
時
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

・
就
労
体
験
を
行
い
ま
す

■
相
談
先

　

新
潟
県
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
２
７

　

開
所
時
間　

平
日
９
時
～
午
後
５
時

※
町
福
祉
保
健
課
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
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［
緊
急
リ
ポ
ー
ト
］
ジ
オ
パ
ー
ク
保
留
の
裏
側

認
定
ま
で
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
①
〜
③

明
ら
か
に
な
っ
た
認
定
へ
の

７
つ
の
課
題

　

８
月
28
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
可
否
の
伝
達
が

あ
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
「
認
定
不
可
」
で
は
な
く
、「
保
留
」

と
い
う
結
果
に
。

　

後
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
送
付

さ
れ
ま
し
た
保
留
の
内
容
を
交
え
、
認
定
へ
向

け
、
改
善
の
動
き
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

8 月 28 日 、「保留」の電話連絡を受ける上村町長

　

信
濃
川
・
中
津
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
、
秋
山

郷
の
景
観
を
形
成
す
る
溶
岩
と
中
津
川
の
浸
食

と
地
す
べ
り
地
形
、
多
雪
と
も
関
係
の
深
い
湧

水
や
風
穴
な
ど
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
資
源
と
な
る

も
の
は
豊
富
に
あ
る
印
象
で
す
。

　

し
か
し
、
国
内
で
も
有
数
の
河
岸
段
丘
の
上

に
存
在
し
た
縄
文
遺
跡
や
、
秋
山
郷
の
暮
ら

し
、
文
化
な
ど
、
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
人

の
歴
史
を
含
む
部
分
が
ジ
オ
サ
イ
ト
や
ス
ト
ー

リ
ー
の
中
に
ま
だ
う
ま
く
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

現
在
の
事
務
局
体
制
は
基
本
的
に
教
育
委
員

会
内
と
な
っ
て
ま
す
が
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
、
今
後
の
展
開
を
考
え
る
と
、
教
育
部
門
だ

け
で
な
く
、
観
光
や
防
災
な
ど
別
部
門
と
の
連

携
を
進
め
、
行
政
全
体
で
ジ
オ
パ
ー
ク
に
取
り

組
め
る
よ
う
推
進
協
議
会
体
制
の
更
な
る
強
化

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
現
在
不
足
し
て
い
る
「
地
質
・
地
形
」

に
関
す
る
専
門
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
特
に
栄
村
側
の
事
務
局
体
制
に
つ
い
て
今

後
強
化
の
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
は
現
段
階
で
の

体
制
強
化
の
計
画
書
作
成
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
準
備
期
間
が
短
い
こ

と
が
影
響
し
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
全
国
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
ま
た
は

認
定
を
目
指
し
て
い
る
地
域
で
作
る
連
絡
会

議
）
の
活
動
へ
の
参
加
が
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
準
会
員
と
し
て

貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

解
決
策
　
テ
ー
マ
を
「
水
」
と
し
、
な
ぜ
雨

が
降
る
の
か
、
多
雪
化
が
い
つ
か
ら
な
ぜ
始
ま

る
の
か
、
そ
の
天
の
恵
み
の
名
水
が
自
然
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
ち
、
人
類
が
ど
の
よ
う

に
し
て
歴
史
文
化
を
織
り
な
し
て
き
た
の
か
。

に
着
目
し
、
壮
大
な
「
苗
場
山
麓
物
語
」
を
ま

と
め
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

解
決
策
　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
整
備
計
画

や
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
、
調
査
研

究
の
継
続
が
見
え
る
計
画
書
と
工
程
表
の
再
提

出
を
振
興
協
議
会
で
諮
り
、
11
月
に
は
提
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、栄
村
さ
ん
も
次
年
度
よ
り
、ジ
オ
パ
ー

ク
の
事
務
局
を
新
設
し
体
制
を
強
化
す
る
予
定

で
す
。

解
決
策
　
こ
れ
ま
で
も
推
進
協
議
会
委
員
に

よ
る
先
進
地
の
視
察
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
事
務
局
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の

構
想
を
支
え
る
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
な
ど
も
含

め
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催

す
る
全
国
大
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
他

の
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
支
え
て
い
る
大
勢
の

か
た
と
交
流
を
図
り
ま
す
。
先
日
、
長
野
県
伊い

那な

市
で
行
わ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
大
会
に
も
参
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
先
進
的
な
地
域
の
取
り
組

み
を
学
び
、
ま
た
独
自
の
取
り
組
み
を
他
の
地

域
と
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

全
体
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

テ
ー
マ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の

熟
成
を

事
務
局
体
制
の
充
実
を

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
積
極
的
な
参
加
を

課題

１

課題

2

課題

3



［緊急リポート］ジオパーク保留の裏側
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で
き
る
だ
け
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
④
〜
⑦

　

既
存
の
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
は
、
そ
の
場
所

だ
け
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ

う
で
は
な
く
、
ジ
オ
資
源
を
基
礎
に
お
い
た

テ
ー
マ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
整
理
を
行
い
、
ジ
オ

パ
ー
ク
全
体
を
意
識
し
て
案
内
の
で
き
る
ガ
イ

ド
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
訪
れ
た
ジ

オ
サ
イ
ト
を
よ
り
魅
力
的
に
見
学
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

作
成
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
般
訪
問

者
を
意
識
し
た
内
容
と
し
て
は
不
十
分
で
す
。

テ
ー
マ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
整
理
に
伴
っ
て
、
ジ

オ
パ
ー
ク
と
し
て
発
信
す
べ
き
内
容
を
整
理

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
の
再
検
討
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
を
作
成
し
、
よ
り
整
理
さ
れ
た

　

景
観
へ
の
配
慮
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
完
成

す
る
で
あ
ろ
う
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
加
え
た
統
一
的

な
看
板
類
の
整
備
を
。

　

ま
た
解
説
板
に
つ
い
て
も
訪
問
者
が
読
み
や

す
い
内
容
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

大
地
の
成
り
立
ち
や
、
変
動
が
今
に
至
り
過

去
の
災
害
や
歴
史
を
現
代
に
表
し
て
い
る
の
が

ジ
オ
サ
イ
ト
群
で
す
。
こ
れ
ら
を
地
震
災
害
、

地
滑
り
な
ど
土
石
流
災
害
や
雪
害
な
ど
に
対
す

る
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
絡

め
、
防
災
教
育
に
生
か
す
な
ど
具
体
的
な
活
動

の
推
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

　
　
「
保
留
」
の
意
味
と
は

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長

　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
雅
一

ジ
オ
パ
ー
ク「
全
体
」を

意
識
し
た
ガ
イ
ド
の
養
成

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や　
　
　
　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
充
実

防
災
に
関
す
る

具
体
的
な
活
動
を

訪
問
者
を
意
識
し
た　
　
　

統
一
的
な
看
板
類
の
整
備

　

上
記
の
課
題
事
項
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
具
体
的
な
ジ
オ
サ
イ
ト
の
整
備
計
画
や
顔

の
見
え
る
体
制
（
特
に
現
状
で
不
足
し
て
い
る

地
質
学
の
専
門
家
の
参
入
や
観
光
部
局
・
防
災

担
当
の
積
極
的
な
言
動
を
望
む
も
の
で
し
た
）

の
強
化
と
持
続
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
保
留
」
は
き
っ
と
後
代
、
振
り
返
れ

ば
、地
域
住
民
が
団
結
し
、再
度
、頭
を
リ
セ
ッ

ト
す
る
時
間
を
あ
え
て
与
え
て
頂
い
た
と
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
地
域
住
民
が
自
ら

の
足
元
を
探
り
、
原
石
を
見
つ
け
出
し
、
共
に

汗
を
か
き
、輝
く
宝
に
磨
き
あ
げ
る
運
動
で
す
。

す
な
わ
ち
、
過
疎
の
地
域
で
住
民
か
ら
立
ち
上

が
り
、
地
域
自
治
を
動
か
し
、
県
や
国
へ
、
下

か
ら
上
へ
、
す
な
わ
ち
真
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方

式
の
町
づ
く
り
な
の
で
す
。

　

今
ま
で
と
異
な
る
「
地
方
創
生
運
動
」
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
担
い
手
こ
そ
が
〈
ジ
オ
パ
ー

ク
保
全
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
な
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）

　

℡
７
６
５
―
５
５
１
１

この他にも、
・地域住民の参画
・拠点施設の充実
・ツーリズムの充実とエリア外一般向けへの発信
の 3 点についてもご指摘をいただきました。
　これらは中長期的に取り組み、解決しなければならない課題と
して取り組んでいきます。

課題

4
課題

6

課題

7

課題

5

テ
ー
マ
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
わ
か
る
や
す
く
見
せ

る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

改善点は多々あれど…
評価される点もたくさんありました。

〈例えば…〉
　“ジオ”の名前を冠する住民団体「ジオエッグ」が
発足し、ジオサイトの保全や苗場山麓地域のジオパー
ク活動全般を応援サポートしている点。
　地区の有志によりジオサイトの整備が行われている
点などは体制として優れている点として上げられてい
ます。
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 敬老の日
— 9月15日　町敬老式　総合センター —

 陶磁器の里　表敬訪問
— 9月19〜21日　ヨジュ市訪問 —

 クラフトフェア
— ９月13〜14日　第7回越後妻有クラフトフェア —

 あやしいものは食べないで！
— 10月８日　きのこ鑑別講習会 —

Tsunan Event Sketch.

　今年の敬老式には 550 名を超えるみなさんが参加され、
敬老の日を祝いました。

　友好交流都市・韓国ヨジュ市で開催された陶磁器まつりへ
上村町長・伊林副議長が参加しました。

　７回目をむかえた今回も全国から 100 人の作家がそれぞ
れ手づくり作品を出展し、木工・金属・ガラス・布・陶芸・
染織・紙・皮革などの素材で制作したこだわりの逸品を展示
販売しました。作り手自らがプロデュースし、「作品」と「人」
との出会い、「人」と「人」との出会いの場を創出することで、
改めて手づくりの良さが見直されているようです。

　今が旬の、きのこ。毒きのこによる中毒などを防ごうと毎年
保健所と、食品衛生協会が行っているきのこ鑑別講習会は今
年は松代農舞台を会場に行われました。顧問の滝澤氏による
きのこ展示のほか、参加者が採ってきたきのこをその場で鑑
別するなど、しっかり勉強されていました。

↑ダイヤモンド婚の祝いを受ける高橋 夫さんキンさん夫婦

↑韓国ヨジュ市を訪問した町長一行

↑こだわりの一品を求めて来場するかたが年々増えています

↑参加者自らが体験しながら作るコーナーも
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 パンダの先生！母校で講演
— 10月3日　〜パンダに魅せられて〜阿部展子さん —

 天気が悪くても！　その１
— 10月５日　第1回 苗場山麓ジオパーク津南ネイチャーラン —

 天気が悪くても！　その２
— 10月13日　第33回歩けあるけ大会 —

 支え合う地域社会づくり
— 10月14日 津南町老人給食ボランティアグループ厚生労働大臣表彰 —

　パンダを好きになり、本場中国に留学し飼育経験を積み、現
在は上野動物園に勤めている阿部展子さんの講演会が行われ
ました。その日の朝、東京の上野動物園で飼育されているパン
ダがした「うんち」を持参。会場に集まった児童や保護者がにお
いを嗅ぐと「いいにおい!」や「くさい!」と盛り上がっていました。

　めざせ！苗場山麓ジオパークという名のとおり、ニュー・グ
リーンピア津南を起点とし、初開催となった今回は台風接近
による悪天候の中、200 人を超える選手達が大自然を駆け抜
けていきました。

　大型台風が接近し、開催が危ぶまれた大会も、それほどの
風もなく50 名を超える参加者が元気に歩きました。あいにく
の天気でしたが、歩くことでしか見つけられない大自然を参
加者は楽しんでいました。

　昭和 58 年から給食・配食ボランティアを続けている津南
町老人給食ボランティアグループが、長年の功績を認められ、
厚生労働大臣表彰を受けました。現在は 87 世帯 100 人を
超えるかたが利用している老人給食。不足しがちな栄養がしっ
かりとれる温かいお弁当で心も温まります。

↑南魚沼地域振興局から表彰伝達を受けた福原代表（中央）

結東出身で中津小学校の卒業生でもある阿部さん（右上）

↑未舗装あり、高低差ありのコースに参加者は立ち向かいました

↑天気が良ければ後ろには壮大な河岸段丘の景色が…

↑途中に咲いていたきれいな花を摘んで歩く参加者も
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平成27年度から
軽自動車税の税率が変わります 

　税制改正により、来年度（平成 27 年度）から軽自動車税の税率が変わります。車両の種類や最初の
新規検査年月によって、適用される税率が異なります。詳しくは下記をご覧ください。

　原動機付自転車や軽自動車等に対する軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登録）している場合に、年税
額が課税されます（月割り課税の制度はありません）。
　現物を廃棄処分されただけでは登録が残ることになります。すみやかに廃車手続きをおこなってください。また、知
人等に譲渡した場合も名義の変更が必要です。

津南町役場　税務町民課　税務班　℡ 765 － 3113

○原動機付自転車、２輪の軽自動車、２輪の小型自動車、小型特殊自動車、雪上車

○軽３輪車、軽４輪車

○廃車手続はお済みですか

○お問い合わせ先

車種区分
税　率（年額）

平成26年度まで（現行） 平成27年度から

原動機付自転車

排気量50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー（50cc以下） 2,500円 3,700円

２輪の軽自動車（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円

２輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,000円

その他 4,700円 5,900円

専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円

車種区分

税　率（年額）

平成26年度まで
（現行）

平成27年度から

平成27年3月31日
までの登録車 ※1

平成27年4月1日
以降の登録車

登録後13年超
（経年重課）※2

３輪 3,100 円 3,100 円 3,900 円 4,600 円

４輪乗用
自家用 7,200 円 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 5,500 円 6,900 円 8,200 円

４輪貨物用
自家用 4,000 円 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,000 円 3,800 円 4,500 円

※１　平成 27 年 3 月 31 日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、登録後 13 年までは、現行税率のままです。
※２　初めて車両番号の指定を受けた月から 13 年を経過した車両 ( 電気軽自動車等を除く）は、平成 28年度から、経年重課の税率が適用さ

れます。
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健
康
寿
命
と

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

　
　
　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

理
学
療
法
士
　
　
内
山
　
和
明

平
均
寿
命
と
い
う
言
葉
は
聞
か
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、「
健
康
寿
命
」
っ
て
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。こ
れ
は
、２
０
０
０
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
提
唱
し
た
も
の
で
、簡
単
に
言
う
と「
寿
命
を
全

う
す
る
間
に
ど
れ
だ
け
元
気
に
動
け
た
期
間
が

あ
っ
た
か
」と
い
う
こ
と
で
す
。

平
成
22
年
度
の
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
と
、男
性

平
均
寿
命
が
79
．55
歳
に
対
し
て
健
康
寿
命
70
．42

歳
、女
性
平
均
寿
命
は
86
．30
歳
に
対
し
て
健
康
寿

命
73
．62
歳
で
、男
性
で
９
．13
歳
、女
性
で
12
．68

歳
も
差
が
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
こ

と
は
、男
性
で
９
年
、女
性
で
13
年
も「
健
康
で
は

な
い
具
合
の
悪
い
期
間
」が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
健
康
で
は
な
い
期
間
の
大
き
な
原
因
と

し
て
①
脳
梗
塞
等
の
中
枢
疾
患
、②
認
知
症
、そ
し

て「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」を
含
む
③
運

動
器
疾
患
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、足

腰
が
丈
夫
な
ら
健
康
に
寿
命
を
全
う
で
き
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。脚
は
片
方
が
具
合
悪
く
て
も

う
ま
く
歩
け
ま
せ
ん
。片
足
で
１
分
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
、最
後
ま
で
健
康
で
い
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

＜実施された行事＞
〔９月〕
	29～30日	 新潟県町村議会議長会議長会議
	 30日	 十日町地域広域事務組合議会
	 30日	 建策要望事項検証（総文福祉常任委員会）
	 30日	 上越魚沼地域振興快速道路
	 	「十日町・六日町間」
	 	 整備促進連絡協議会総会
〔10月〕
	 7日	 全員協議会
	 7日	 津南病院院長との懇談会
	 10日	 建策要望事項検証（産業建設常任委員会）

	 10日	 町建築協議会との懇談会
	 	（産業建設常任委員会）
	16～21日	 住民・議会懇談会
	18～19日	 狭山市市制60周年記念第25回さやま大茶会
	 19日	 第10回魚沼森の感謝祭
＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 23日	 新潟県町村議長会正副議長・
	 	 各委員長・局長研修会
	 31日	 津南町農業委員会農林大臣表彰祝賀会
〔11月〕
	 1日	 上郷小学校50周年記念式典
	 5日	 全員協議会
	 7日	 新潟県町村議長会自治研究会
	12～13日	 町村議長全国大会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
　4600日	桑原ミサオ（豊郷）　4000日	桑原セエ（米原）
　3900日	板場キヨ（辰ノ口）　2600日	柳沢　茂（陣場下）
　1900日	涌井れい子（十二ノ木）
　1400日	大倉欽一（小下里）、大倉榮子（小下里）
　1300日	大倉一郎（小下里）
　1100日	大倉マツイ（小下里）、大倉敏雄（小下里）
	 600日	久保田ナツ（小下里）
	 500日	村山政子（小下里）
	 300日	越村トミ子（小下里）
	 200日	髙橋正枝（秋成）
	 100日	髙橋フミ子（中深見）、久保和江（秋成）、樋口キノイ（船山）、
	 	樋口鶴世（船山）

主な運動：水中運動、健骨体操、グラウンドゴルフ、ラジオ体操など

健康体力づくり100日運動

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
等
の
場
合
は
再
発
行
が
可
能

で
す
が
、
役
場
で
は
発
行
で
き
ず
、

年
金
事
務
所
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、

な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　 

控
除
証
明
書
』が
発
行
さ
れ
ま
す
。



9 月の新着図書
【大人の本】
●殺処分ゼロを目指し立ち上がった女子高生の真実の物語
　『いのちの花』
　向井愛実／著　WAVE出版
●映画「100歳の華麗なる冒険」の原作
　『窓から逃げた100歳老人』
　ヨナス・ヨナソン／著　柳瀬尚紀／訳　西村書店
●半沢直樹シリーズ第４弾
　『銀翼のイカロス』
　池井戸潤／著　ダイヤモンド社
　【子どもの本】
●東海道新幹線開業50周年
　『はしる！新幹線「のぞみ」』
　鎌田歩／作　ＰＨＰ研究所
●「眠れる森の美女」の悪役を主人公にしたディズニー映画の小説版
　『マレフィセント』
　エリザベス・ルドニック／作　橘高弓枝／訳　偕成社
●フランス発大人気ファンタジー
　『タラ・ダンカン11（上・下）』
　ソフィー・オドゥワン・マミコニアン／著　山本知子／訳　KADOKAWA

その他、寄贈本含め90冊が新着となっております。
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弥生 ― M a r c h ―

マイケル・モス／著　本間徳子／訳　　日経ＢＰ社

『フードトラップ　　　　　　　
　食品に仕掛けられた至福の罠』

　「一度食べたらやめられない」巧妙に仕掛けられた加
工食品の罠に落ちる消費者たち…。

　

秋
が
深
ま
り
朝
晩
は
一
段
と
冷
え
込
ん

で
き
ま
し
た
。
秋
は
、
読
書
の
秋
だ
け
で

は
な
く
、
食
欲
の
秋
と
も
言
い
ま
す
よ
ね
。

今
月
は
そ
の
食
欲
の
秋
に
ち
な
み
、
食
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
『
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ

プ
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

紹
介
す
る
前
に
肥
満
に
つ
い
て
、
今
年

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
健
康
指
標
評
価
研
究
所

が
、
２
０
１
３
年
世
界
人
口
の
約
３
分
の

１
に
あ
た
る
21
億
人
が
過
体
重
・
肥
満
と

発
表
し
ま
し
た
。
先
進
国
は
も
ち
ろ
ん
、

発
展
途
上
国
の
肥
満
人
口
も
増
加
し
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
世
界

の
３
人
に
１
人
は
食
べ
過
ぎ
と
は
、
す
ご

い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

な
ぜ
人
は
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
か
。

今
月
の
１
冊
の
中
に
衝
撃
的
な
内
容
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
加
工
食
品
が
毎
日
の

よ
う
に
口
に
入
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
加
工
食
品
に
は
何
度
も
繰
り
返
し
消

費
者
に
選
ば
れ
る
よ
う
罠
が
仕
掛
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
人
が
食
べ
て
至

福
を
感
じ
る
の
は
、
糖
分
・
脂
肪
分
・
塩

分
で
す
。
そ
の
中
の
糖
分
に
つ
い
て
本
書

に
は
、「
子
ど
も
の
体
の
し
く
み
を
利
用

す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
甘
い
も

の
を
好
み
ま
す
。
小
さ
い
時
か
ら
糖
分
の

多
い
食
品
を
取
っ
て
い
る
と
、
そ
の
糖
分

量
が
標
準
と
な
り
、
さ
ら
に
甘
い
も
の
を

好
む
の
だ
そ
う
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
も

そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
肥
満
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
糖
分
に
つ
い
て
は
、

５
０
０
ペ
ー
ジ
あ
る
本
書
の
ほ
ん
の
10

ペ
ー
ジ
分
で
す
。
１
冊
読
み
終
わ
る
頃
に

は
、
食
品
の
選
び
方
が
変
わ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
後
の
健
康
の
た
め
に
ぜ
ひ
読

第
68
回
読
書
週
間

《
休
館
日
》

　
　

10
月
27
日
㈪
・
11
月
25
日
㈫

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
２
週

間
は
第
68
回
読
書
週
間
で
す
。
今
回
の
標

語
は
「
め
く
る　

め
ぐ
る　

本
の
世
界
」

で
す
。
出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
本

は
あ
り
ま
す
か
？
私
は
小
学
生
の
時
に
出

会
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
本
が
あ
り
ま
す
。

児
童
書
で
有
名
な
斉
藤
洋
さ
ん
の
本
な
の

で
す
が
、
そ
の
本
の
登
場
人
物
が
20
年
の

時
を
経
て
新
作
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
つ
い
最
近
感
動
し
た
ば
か
り
で
す
。

こ
の
読
書
の
秋
に
、
素
敵
な
本
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

心がほっこり！
親子で絵本の読み聞かせを！
−桑

くわはら

原　香
か

織
おり

さんから

著者名／寺村輝夫　出版社／理論社

現
在
、
津
南
小
学
校
の
六
年
一
組
の
担

任
を
し
て
い
ま
す
。
津
南
小
で
は
、
朝
読

書
の
時
間
が
週
三
回
あ
り
、
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
お
い
で
く
だ
さ
る

の
で
、
読
書
に
親
し
み
や
す
い
環
境
が
整

っ
て
い
る
学
校
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
私
が
紹
介
す
る
本
は
、
私
が
小

学
生
だ
っ
た
こ
ろ
ハ
マ
っ
た
「
絵
本
」
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
国
語

の
教
科
書
教
材
に
も
な
っ
て
い
た
、
寺
村

輝
夫
作
の
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
シ
リ
ー
ズ
」

で
す
。「
昔
、
私
も
読
ん
だ
こ
と
あ
る
！
」

と
い
う
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
物
語
の
主
人
公
は
あ
る
国
の
王
さ

ま
。
王
さ
ま
の
く
せ
に
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
の
常
識
知
ら
ず
。
態
度
だ
け
は
で
か
い

が
、
考
え
方
は
子
ど
も
そ
の
も
の
と
い

う
、
何
と
も
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。
小
学
二
年
生
の
頃
、
国
語
の
教
科
書

で
こ
の
物
語
と
出
会
い
、
図
書
館
に
あ
っ

た
す
べ
て
の
「
王
さ
ま
シ
リ
ー
ズ
」
を
読

［ ぼくは王さまシリーズ ］

王さまでかけましょう
紹介する本

渡
わたなべ

邉　和
かずゆき

幸さん（津南小）

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

広報ライブラリー
今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

稲い
ね

の
穂ほ

が
出で

そ
ろ
い
朝あ

さ

の
田た

を
渡わ

た

る

　
　
風か

ぜ

に
花は

な

び
ら
み
な
揺ゆ

れ
て
お
り	

山
本
　
光
一

閉
校
す
る
小
学
校
最
後
の
運
動
会

　
　
参
加
し
た
い
と
吾
子
帰き

省し
ょ
う

す
る
（
外
丸
小
学
校
）	

津
端
　
恵
子

中ち
ゅ
う

天て
ん

の
ス
バ
ル
の
星ほ

し

の
数か

づ

か
ぞ
え

　
　
友と

も

と
過す

ご
し
し
十じ

ゅ
う

六ろ
く

の
秋あ

き	

貝
澤
　
圭
子

光ひ
か

る
雲く

も

澄す

み
し
青あ

お
ぞ
ら空
見み

あ上
げ
つ
つ

　
　
風か

ぜ

こ
こ
ち
良よ

き
畑は

た
け

に
立た

て
り	

関
谷
　
郁
子

け
た
た
ま
し
き
蝉せ

み
い
っ
せ
い

一
斉
に
鳴な

き
止や

み
て

　
　
池い

け

落お

つ
る
水み

ず

の
音お

と

聞き

こ
え
く
る	

恩
田
　
久
美
子

手て

の
ひ
ら
に
床ゆ

か

を
押お

し
つ
つ
「
ハ
イ
ハ
イ
」
の

　
　
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
小ち

い

さ
き
指ゆ

び

に	
丸
山
　
直
子

騒ざ
わ

め
け
る
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
は
ん
な
り
と

　
　
京き

ょ
う

こ
と
ば
交か

は
す
老ろ

う

夫ふ
う

婦ふ

あ
り	

小
野
寺
　
恒
代

帰か
え

り
た
る
幼お

さ
な

の
長な

が
ぐ
つ靴
し
ば
ら
く
は

　
　
玄げ

ん
か
ん関
に
置お

き
て
余よ

韻い
ん

た
の
し
む	

樋
口
　
康
子

物ぶ
っ

資し

な
べ
て
乏と

ぼ

し
き
中な

か

に
育そ

だ

ち
た
る

　
　
性さ

が

は
変か

わ

ら
す
再リ

フ
ォ
ー
ム生
心
す	

内
山
　
キ
ク

共き
ょ
う

通つ
う

の
話わ

題だ
い

を
持も

て
る
友と

も

と
居い

る

　
　
楽た

の

し
き
時と

き

は
た
ち
ま
ち
に
過す

ぐ	

麻
績
　
初
恵

再ふ
た
た

び
会あ

ふ
保ほ

証し
ょ
う

な
ど
な
し
こ
は
ば
り
し

　
　
作つ

く

り
笑わ

ら

ひ
に
友と

も

と
別わ

か

れ
ぬ	

滝
沢
　
勝
枝

押お
し

入い

れ
も
タ
ン
ス
の
中な

か

も
片か

た

付づ

け
ん
と

　
　
思お

も

ひ
し
ま
ま
に
今き

ょ
う日
も
暮く

れ
た
り	

風
巻
　
京
子

星ほ
し
ひ
と一
つ
も
見
え
ぬ
今こ

宵よ
い

を
寂さ

び

し
め
ば

　
　
遠と

お

き
花は

な

火び

の
音お

と
ひ
び響
き
く
る	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

段だ
ん

丘き
ゅ
う

の
朝あ

さ
ぎ
り霧
は
れ
て
山や

ま
す
そ裾
の

　
　
町ま

ち

は
真ま

下し
た

に
鈍に

ぶ

く
光ひ

か

れ
り	

鈴
木
　
綾
子

雨
あ
が
る
深
き
曇
り
の
沖
の
辺
に

　
　
白
き
船
来
て
灯
を
と
も
し
た
り	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

夕ゆ
う

暮ぐ

れ
に
稲い

な
づ
ま
ひ
か

妻
光
り
散さ

ん

歩ぽ

よ
り

　
　
あ
わ
て
て
帰か

え

る
稲ほ
穂
の
ゆ
れ
る
中な

か	

富
沢
　
キ
ミ

腰よ
う
つ
う痛
に
楽た

の

し
み
少す

く

な
き
七な

な

十そ

じ路
を

　
　
片か

た
あ
し足
上じ

ょ
う

下げ

に
振ふ

り
て
起き

床し
ょ
う

す	

板
場
　
寛

朝あ
さ
ゆ
う夕
の
こ
の
涼す

ず

し
さ
に
田た

の
面お

も

は

　
　
黄こ

金が
ね

色い
ろ

し
て
刈か

り
取と

り
を
待ま

つ	

滝
沢
　
義
正

甲こ
う

子し

園え
ん

文ぶ
ん

理り

勝か

っ
た
と
目め

を
細ほ

そ

め

　
　
喜よ

ろ
こ

ぶ
夫つ

ま

は
吾わ

れ

に
知し

ら
せ
し	

柳
沢
　
チ
ヨ

さ
わ
や
か
に
秋あ

き
か
ぜ
わ
た

風
渡
る
園え

ん
て
い庭
に

　
　
ち
び
っ
子こ

忍に
ん
じ
ゃ者
の
大だ

い
う
ん
ど
う
か
い

運
動
会
（
上
郷
保
育
園
）	

島
田
　
眞
之

個
人

敬け
い
ろ
う
か
い
く
り

老
会
栗
お
赤せ

き
は
ん飯
諸も

ろ
も
ろ々

の

　
　
御ご

馳ち

走そ
う

あ
り
て
写し

ゃ
し
ん真
を
受う

け
ぬ
（
ひ
ま
わ
り
に
て
）	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

刈か

り
時ど

き

を
稲い

な

穂ほ

と
握あ

く
し
ゅ手
し
て
決き

め
る	

渡
　
舟

掛か

け
声ご

え

も
マ
ー
チ
も
な
く
て
蟻あ

り

の
列れ

つ	

房
　
良

広ひ
ろ
し
ま島
に
黙も

く
と
う祷
増ふ

ゆ
る
盆ぼ

ん

の
月つ

き	

千
年
雄

箸は
し

袋ぶ
く
ろ

た
た
み
客き

ゃ
く

待ま

つ
昼ひ

る
は
な花
火び	

れ
い
子

病び
ょ
う

窓そ
う

の
隅す

み

に
何な

に

捕と

る
蜘く

も蛛
の
網あ

み	

兎
　
月

亡な

き
父ち

ち

の
気け

配は
い

に
目め

ざ覚
む
蝉せ

み

し
ぐ
れ	

美
　
恵

父ち
ち
は
は母
と
無む

言ご
ん

の
語か

た

り
墓は

か
あ
ら洗
ふ	

酔
　
花

風か
ぜ

の
盆ぼ

ん

嫋じ
ょ
う
じ
ょ
う々

流な
が

る
胡こ

弓き
ゅ
う

の
音ね	

冬
詩
子

立り
っ

秋し
ゅ
う

や
鎌か

ま

砥と

ぐ
音お

と

の
小こ

き

み

気
味
よ
き	

芳
　
司

新し
ん

涼り
ょ
う

や
部へ

や屋
を
移う

つ

り
て
読よ

み
耽ふ

け

る	

妙
　

か
ま
き
り
の
瞑め

い
そ
う想
ポ
ー
ズ
シ
ャ
ッ
タ
ー
切き

る	

貞
　

揚あ

げ
た
て
の
南か

ぼ
ち
ゃ瓜
頬ほ

お

張ば

る
厨く

り
や

か
な	

壽
　
子

萩は
ぎ

散ち

る
や
誰だ

れ

か
来く

る
よ
な
昼ひ

る
さ
が下
り	
東
　
川

み
つ
く
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
こ
と
を
当
時
の
図
書
担
当
の
先

生
に
話
す
と
、
も
の
す
ご
く
褒
め
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。中

で
も
「
王
さ
ま
で
か
け
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
お
話
は
、
ク
ラ
ス
で
劇
に
し
て
発

表
し
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
王
さ
ま
の
部
屋
に
は
毎
年
の
よ
う
に

ツ
バ
メ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
ツ
バ
メ

が
い
た
、
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
て
み
た
い
と

言
い
出
す
王
さ
ま
。
で
も
、
ア
フ
リ
カ
が

ど
こ
に
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ツ

バ
メ
と
一
緒
に
行
こ
う
と
、
あ
れ
こ
れ
大

臣
に
準
備
を
さ
せ
ま
す
が
、
そ
こ
に
大
雨

と
風
が
…
。
王
さ
ま
の
わ
が
ま
ま
放
題
の

様
子
と
、
そ
れ
を
気
持
ち
よ
く
裏
切
る
場

面
の
展
開
が
読
み
手
の
心
を
ほ
っ
こ
り
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

今
度
、
担
任
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
、
自
分
の
息
子
に
も
読
み
聞
か
せ

を
し
よ
う
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
人

に
な
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
「
絵
本
」
は
い

い
で
す
。
こ
の
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
シ
リ
ー

ズ
」、
親
子
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
の
に

ぴ
っ
た
り
の
絵
本
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

次
回
は
、
当
時
小
学
生
の
私
を
読
書
で

た
く
さ
ん
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
で
あ

り
、
現
在
上
郷
小
学
校
で
勤
務
さ
れ
て
い

る
、
山
田
由
美
子
先
生
で
す
。



広報 18平成26年10月号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

介
護
予
防
と
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
を
防
い
だ
り
、
た
と
え
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
、
高
齢
者
の
か
た
が
い
つ
ま
で
も
い
き
い

き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
自
立
を
支
援

す
る
こ
と
で
す
。

□
転
ば
な
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
肉
、
魚
、
卵
、
海
藻
、
乳
製
品
、
大
豆
製
品
、

緑
黄
色
野
菜
、
果
物
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。

□
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
毎
食
後
の
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
歯
科
受
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
10
日
㈰
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第

５
回
つ
な
ん
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
町
の
認
知
症
施
策
の
状
況
報
告
と

映
画
『
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
』
の
上

映
が
行
わ
れ
、
約
１
７
０
名
の
皆
さ
ま
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
か
た
か
ら
は
、「
認
知
症
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
介
護

を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
」
な
ど
前
向
き
な
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を
行
う
理
由
は
、

介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
予
防
を
す
る
こ
と
で
、

生
涯
に
わ
た
り
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

高
齢
者
の
か
た
の
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

の
多
く
は
、
町
介
護
保
険
申
請
原
因
疾
患
か
ら

み
る
と
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
や
認
知
症
、
関
節

疾
患
、
骨
折
・
転
倒
な
ど
日
常
生
活
を
営
む
う

「
元
気
な
う
ち
か
ら
み
ん
な
で
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
介
護
予
防
」

～
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
元
気
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
～

介
護
予
防
っ
て
な
に
？

実
践
し
よ
う　

介
護
予
防

第
５
回
つ
な
ん
認
知
症

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

な
ぜ
介
護
予
防
が

　
　

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

え
で
必
要
な
機
能
（
生
活
機
能
）
の
低
下
に
よ

る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
生
活
機

能
の
低
下
は
早
期
に
取
り
組
め
ば
予
防
で
き
る

も
の
で
す
。

　

高
齢
社
会
が
進
む
中
で
、
介
護
予
防
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

□
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
に
出
る
楽
し
み
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
活
動
や
催
し
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

□
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
う
つ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

□
ひ
ざ
痛
・
腰
痛
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
姿
勢
、
生
活
動

作
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
痛
み
が
出
た
と
き
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

『認知症見守りキャラクターにんこっこ』
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骨
粗
し
ょ
う
症
を

　
　
　
　
　
予
防
し
よ
う

　

夏
も
終
わ
り
肌
寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
気

温
が
下
が
り
、
雪
の
降
る
季
節
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
雪
で
足
元
が
悪
く
な
り
、

ま
た
、
こ
た
つ
を
使
用
す
る
家
庭
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
雪
で
滑
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
家
の

中
で
こ
た
つ
に
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
り
転
倒

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
骨
が
弱
く
な
っ
て
い
る

と
転
倒
に
よ
っ
て
骨
折
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ

り
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
介
護
が
必
要
と
な
る
主
な
原

因
の
一
つ
に
骨
折
・
骨
粗
し
ょ
う
症
が
あ
り
ま

す
。
自
立
し
た
健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
骨
折
・
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

○
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

　

骨
密
度
が
低
下
し
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
こ
と

で
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
骨
密
度
は
、

加
齢
に
よ
っ
て
減
少
し
ま
す
が
、
特
に
女
性
の

場
合
は
三
十
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
閉
経

を
迎
え
る
と
骨
密
度
の
減
少
は
加
速
し
ま
す
。

発
症
に
は
生
活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

骨
の
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
、
骨
を
も
ろ
く
し
て
し
ま
う
要
因
の
除

去
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
骨
が
も
ろ
く
な
る
要
因

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
・
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
不
足
・
リ
ン
の

過
剰
摂
取
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
）・
食

塩
の
過
剰
摂
取
・
食
事
制
限
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
・
運
動
不
足
・
日
に
当
た
ら
な
い
生
活
・
喫

煙
・
過
度
の
飲
酒
・
多
量
の
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
多

く
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

○
食
生
活
で
の
ポ
イ
ン
ト

　

骨
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
重
要
で

す
が
、そ
れ
だ
け
を
摂
取
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。カ
ル
シ
ウ
ム
が
効
率
よ
く

吸
収
さ
れ
る
た
め
に
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｋ
・
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
様
ざ
ま
な
栄
養
素
が

必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
３
食
規
則
正
し
く
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
の
運
動
と

し
て
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
よ
う

な
重
力
が
か
か
り
骨
に
刺
激
が
加
わ
る
よ
う
な

運
動
が
効
果
的
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
階
段

の
上
り
下
り
や
散
歩
な
ど
を
取
り
入
れ
、
運
動

量
を
増
や
す
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
骨
折
経
験
や
腰
痛
な
ど
の
関
節
痛

が
あ
る
場
合
は
、
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
運
動

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

『
歩
く
』と
い
う
こ
とみ

き
（
26
歳
）
さ
ん

私
が
、
チ
ー
ム
１
０
０
万

歩
や
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
母
か
ら
の
勧
め
で
し
た
。

　

基
本
的
に
部
屋
に
こ
も
っ
て
い

る
方
が
好
き
な
、
ま
さ
に
イ
ン

ド
ア
な
私
に
少
し
で
も
運
動
す

る
機
会
を
、
が
始
ま
り
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
多
少

身
体
を
動
か
し
た
か
っ
た
の
で
参

加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
楽
し
か
っ
た
か
ら
今
も
続
け
て
い

る
、
な
ら
イ
イ
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー

ク
な
ど
毎
回
し
ん
ど
い
で
す
。
い
つ
も
足
が

痛
く
な
り
ま
す
。

　

な
ら
ど
う
し
て
続
け
て
い
る
の
か
。
そ
れ

は
多
分
、
発
見
を
す
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

夏
の
暑
い
盛
り
に

側
溝
に
架
か
っ
た
鉄

網
に
乗
っ
か
る
ヘ
ビ
、

だ
ん
だ
ん
と
暗
く
な

る
時
間
が
早
く
な
る

秋
。
春
の
同
じ
時
期

の
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー

ク
で
も
年
が
違
え
ば
、

残
雪
が
多
い
と
か
少

な
い
と
か
、
そ
れ
だ

け
で
も
目
に
映
る
モ
ノ
が
変
わ
る
。

　

そ
の
度
に
「
お
っ
」
と
思
い
、
視
線
を
向

け
た
り
、
時
に
は
足
を
止
め
て
じ
っ
く
り
と

感
じ
て
み
た
り
、
結
構
変
化
を
肌
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

　

だ
か
ら
、
歩
く
こ
と
と
は
身
体
だ
け
で
は

な
く
、
心
も
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

い
つ
も
な
ら
通
り
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
に
足
を
止
め
て
、
改
め
て
見
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
自
分
次
第
で
景
色
が

変
わ
る
。
自
分
で
景
色
を
探
し
に
行
け
る
。

そ
の
時
だ
け
の
モ
ノ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

こ
と
が
『
歩
く
』
こ
と
の
良
い
所
で
は
な
い

か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
度
は
ど
ん
な
景
色
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
ね
。

　

楽
し
み
で
す
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

　みなさん、はじ
めまして。新人保

健

師の齋木彩です。
働き始めて半年が

経

過しました。これ
から保健師として

精

一杯頑張っていき
ますので、どうぞ

よ

ろしくお願いしま
す。



いきいき
大好き
津南町
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『
食
育
』を
推
進
し
ま
し
ょ
う
！

食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
活
動

朝
ご
は
ん
食
べ
た
カ
ー
ド
の
取
組

　

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
私
た
ち
が
心
身
の

健
康
を
保
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
生
き

生
き
と
過
ご
す
た
め
に
は
何
よ
り
も
『
食
』
が

大
切
で
あ
り
、
生
き
る
上
で
の
基
本
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
家
族
で
食
卓
を
囲
み
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
食
事
が
楽
し
い

団
ら
ん
の
場
と
な
り
心
も
満
た
さ
れ
ま
す
。

　

津
南
町
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
お
い
し

い
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
、
高
原
野
菜

や
山
菜
、
き
の
こ
な
ど
四
季
折
々
の
食
材
が
と

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
元
産
の
食
材
を
使
用
し

な
が
ら
食
卓
を
彩
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
季

節
感
の
あ
る
、
よ
り
豊
か
な
食
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
民
一
人
一
人
が

生
活
習
慣
を
は
じ
め
、『
食
』
に
つ
い
て
改
め
て

意
識
を
高
め
見
つ
め
直
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

身
近
で
親
し
み
や
す
い
健
康
づ
く
り
支
援
者

と
し
て
、
町
の
事
業
に
協
力
し
た
り
食
育
推
進

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
「
朝
ご
は
ん
食
べ
た
カ
ー

ド
」
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
朝
食
の
実
践
を
通
し
て
家
族
み
ん
な

が
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
寝
早
起
き
の
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立

に
は
「
朝
ご
飯
を
食
べ
る
」
こ
と
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
忙
し
い
朝
で
す
が
、
朝
ご
飯
を
し
っ

か
り
食
べ
て
一
日
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
補

給
し
ま
し
ょ
う
！

保
育
園
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

食
生
活
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
…

○
食
事
の
マ
ナ
ー

○
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

○
手
作
り
の
物
を
食
卓
に
出
す

　

家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
み
、
大
人
と
一
緒

の
食
事
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
、
嫌
い
な
も
の
も
だ
ん
だ
ん
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

男性のための料理教室
毎年好評です！エプロン姿も様
になり主婦顔負けの腕前で！

小学校での調理クラブ指導
クラブ活動を通じて嫌いな野菜
を克服しました！

保育園での親子クッキング
楽しい経験を通して食べものに
興味を持つ子どもたち！

0

50

100

150

200

250

300

13 9 8 12 21 37 52
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小学校（６月）　主食・主菜・副菜がそろっている日

0日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

（人）

0
10
20
30
40
50
60
70
80
（人）

20 17 16
24

29

74

0日 1日 2日 3日 4日 5日

中学校（６月）　主食・主菜・副菜がそろっている日

0

50

100

150

200

150
174

53

176

78

16

手作りの物を
食卓に出す

栄養のバランスを
考える

食品添加物の
入っていないもの

食事の
マナー

子ども達に
お手伝いしてもらう

その他

食生活に気をつけていることはどんなことですか？

小学校では、主食・主菜・副菜の揃った朝食を食べている
子どもたちが大勢います

中学校では、主食・主菜・副菜をそろえて食べている生徒
は全体の４割ですが、昨年より 1.4％増えています
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熊　

野　

信　

仰　

⑵

篠
原
四
郎
著『
熊
野
大
社
』（
学
生
社
版
）に
よ

り
ま
す
と
、熊
野
三
山
の
信
仰
が
ど
の
よ
う
な

形
で
成
立
し
て
い
っ
た
の
か
は
、正
確
の
こ
と
は

分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。「
延え
ん

喜ぎ

式し
き

神
名

帳
」で
は
、全
国
の
著
名
な
神
社
が
列
挙
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
本
宮
は
熊く
ま
の
に
ま
す

野
座
神

社
、新
宮
は
熊
野
早
玉
神
社
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、那
智
の
神
社
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
延
喜
式
神
名
帳
」が
つ
く
ら
れ
た
の
が
平
安

時
代
後
期
の
頃
で
す
か
ら
、そ
の
頃
は
ま
だ
熊
野

三
山
の
信
仰
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

平
安
時
代
晩
期
の
永え
い

保ほ

の
年
号（
１
０
８
１

～
１
０
８
４
）の
頃
に
な
り
ま
す
と
熊
野
三さ
ん

所し
ょ

権ご
ん

現げ
ん

の
呼
び
名
が
登
場
し
ま
す
。そ
の
頃
に
は
那

智
神
社
が
建こ
ん

立り
ゅ
う

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、そ
の
頃

に
熊
野
三
山
の
信
仰
が
確
立
し
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熊
野
三
山
の
信
仰
を
広
め
る
上
で
極
め
て
重

要
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、「
熊
野
修し
ゅ

験げ
ん

」と
呼

ば
れ
る
修
験
者
た
ち
で
し
た
。熊
野
は
深
い
山
に

囲
ま
れ
、鬱う
っ

蒼そ
う

と
し
た
森
林
が
あ
り
、巨
大
な
岩

も
み
ら
れ
ま
す
。し
か
も
、那
智
の
滝
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
沢
山
の
滝
が
あ
り
、修し
ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

が
修
行

を
行
な
う
に
は
理
想
的
な
環
境
で
す
。

そ
の
た
め
、す
で
に
奈
良
時
代
か
ら
熊
野
山
で

修
行
を
行
な
う
行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

が
現
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

山
岳
修
行
を
行
な
う
本
格
的
な
修
験
者
が
現
れ

る
の
は
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

修
験
道
と
権
現
信
仰
が
深
く
結
び
つ
き
、熊
野

修
験
が
熊
野
権
現
へ
と
つ
な
が
り
を
深
め
ま
す
。

権
現
と
は
、仏
や
菩ぼ

薩さ
つ

が
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

を
救
う
た
め

に
、い
ろ
い
ろ
な
姿
に
身
を
変
え
て
現
れ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。仏
教
を
日
本
の
神
様
よ
り
上
に

お
く｢

本ほ
ん

地じ

垂す
い

迹じ
ゃ
く

説せ
つ｣

に
よ
り
ま
す
と
、日
本
の

神
々
は
仏
や
菩
薩
の
仮
の
姿
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

平
安
時
代
後
期
に
は
権
現
の
称
号
を
持
つ
神
々

が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。熊
野
神
社
の
熊
野

三
所
権
現
が
そ
の
い
い
例
で
し
ょ
う
。ほ
か
に
、金こ
ん

毘ぴ

羅ら

宮ぐ
う

は
金
毘
羅
大
権
現
、日ひ

枝え

大
社
は
山さ
ん

王の
う

大
権
現
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
岳
信
仰
を
行
な
う
修
験
の
山
に
は
、特
に
権

現
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

余
談
で
本
筋
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、江

戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
の
尊
称
は「
権
現

さ
ま
」で
す
。家
康
は
１
６
１
６
年
に
亡
く
な
っ

た
後
、久
能
山
に
埋
葬
さ
れ
ま
す
。そ
の
翌
年
に

は
日
光
に
葬
ら
れ
ま
す
。そ
の
時
後ご

水み
ず

尾お

天
皇
か

ら「
東と
う

照し
ょ
う

大
権
現
」の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

Ｔ
ａ
ｐ
恒
例 

秋
の
苗
場
登
山

絵
手
紙
に
心
を
込
め
て
…

熊野神社

津南町　割野

　

10
月
４
日
㈯
に
Ｔ
ａ
ｐ
恒
例
、
秋
の
苗
場
山

を
小
赤
沢
コ
ー
ス
と
初
め
て
の
挑
戦
と
な
る
上

野
原
コ
ー
ス
に
分
か
れ
登
山
を
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
な
か
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
山
頂
に
行
く
と
青
空
が

見
え
、
苗
場
山
の
醍
醐
味
で
あ
る
湿
原
を
楽
し

く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
町
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の
方

の
参
加
も
あ
り
、「
つ
な
が
り
」
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
た
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
㈮
秋
の
絵
手
紙
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
半
数
が
子
ど
も
と
い
う
こ
と
で
、

賑
や
か
な
雰
囲
気
の
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
の
題
材
は
と
て
も
豊
富
で
、
り
ん
ご
・
さ

つ
ま
い
も
・
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
（
苺

の
よ
う
な
赤
い
花
）
な
ど
を
見
な
が
ら
絵
を
描

き
、
贈
る
相
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
い

き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
黙
々
と
描
い
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

絵手紙っておもしろいねぇ

途中では、苗場山や山花のはなしなど、ただ歩
くだけではない楽しい登山となりました

朝からいっしょに登っていると参加者同士の
「つながり」も増えます

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

209
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農
業
委
員
会
の

窓

稲
刈
り
は

無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
か
。

―
平
成
26
年
度 

作
況
調
査
概
要
―

　

農
家
の
皆
さ
ん
。
稲
刈
り
は
無
事

に
終
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、
９
月

12
日
に
町
内
18
か
所
の
水
稲
作
況
調

査
を
実
施
し
、
圃
場
の
予
想
収
量
を

検
見
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
作
柄
状
況
は
、
平
年
よ
り

出
穂
は
早
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、

低
温
で
推
移
し
た
た
め
、
高
標
耕
地
、

特
に
４
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
域

で
は
出
穂
む
ら
が
発
生
し
登
熟
不
揃

い
に
よ
る
未
熟
米
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
品
種
特
性
に
よ
る
も
の

で
し
ょ
う
か
。

平成26年度産米
コシヒカリ検査状況
（10月10日現在　JA津南町）

【１等米比率】………………… 90.7％
【格落理由別比率】
　未熟米…………………………… 68.3％
　胴割粒……………………………… 9.3％
　部分カメムシ…………… 13.5％
　その他……………………………………9％

↑写真は、横浜の中学生が農業体験に訪れたときの様子です。

↑今年は 12 月上旬に開
催される狭山市農業祭。
津南の魅力をアピールし
てきますよ。

津南のコシヒカリを
　　　　手狩りで収穫
―狭山市民農業体験―

　

台
風
が
近
づ
く
秋
空
の
元
、狭

山
市
か
ら
13
名
が
稲
刈
り
体
験

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

春
に
田
植
え
を
行
っ
た
参
加

者
を
お
招
き
し
ま
し
た
が
、
狭

山
市
の
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
と
重

な
っ
て
し
ま
い
、
田
植
え
よ
り
少

し
少
な
い
人
数
の
参
加
で
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
お
米
は
精
米

を
し
て
12
月
に
狭
山
市
で
開
催

さ
れ
る
農
業
祭
で
参
加
者
に
配

ら
れ
ま
す
。

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
８
月
〕

　

25
日　

第
２
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

８
～
９
日

　
　
　
　

津
南
町
議
会
定
例
会

　

12
日　

稲
作
作
況
調
査

　

16
日　

企
画
会
議
・
振
興
部
会

　

25
日　

第
３
回
総
会

               

振
興
部
会

　

           

農
政
部
会

〔
10
月
〕

　

４
日　

狭
山
市
民
農
業
体
験

　

８
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
10
月
〕

　

24
日　

第
４
回
総
会
・
振
興
部
会

〔
11
月
〕

　

４
日　

農
業
委
員
大
会

　

14
日　

中
越
協
議
会
研
修
会

　

25
日　

第
５
回
総
会　

〔
12
月
〕

　

７
日　

狭
山
市
農
業
祭

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

　

全
般
的
に
は
病
害
虫
や
倒
伏
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
品
質
面
で
は
期
待

が
さ
れ
ま
す
が
、
収
量
は
前
年
を
下

回
る
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）
　℡765ー 5511

　

幹
周
り
約
5.5
ｍ
、
高
さ
約
40
ｍ
、
８
本
の
杉

が
密
集
し
、
一
本
の
木
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

大
き
な
杉
の
木
で
す
。
外
丸
矢
放
神
社
の
境
内

に
あ
り
、
樹
齢
は
お
よ
そ
４
０
０
～
５
０
０
年

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
お
祭
り
の
際
な
ど
に
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
雄
大
な
姿
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
６

外
丸
矢
放
神
社
の
八
本
杉（
津
南
町
指
定
文
化
財
）

『お酢』は掃除にも大活躍！
　稲の刈り取りも終わり、次は秋野菜の収穫が始まり
ますね。１年があっという間に感じるのは私だけでしょ
うか？
　さて、今回は「お酢」を使ってのラクラクお掃除術
をご紹介します。
　まずは、私自身一番気になっていたお風呂場の蛇口
掃除。お風呂洗いの洗剤では落ちない水アカが、酢と
重曹を１対１に練り合わせ、それを汚れた蛇口の水ア
カにつけて古歯ブラシでこするだけでピカピカに！驚
きですよ。
　電子レンジの内部にこびりついたしつこい汚れやニ
オイは、耐熱容器に酢と水同量を入れ５分加熱してか
ら、ぞうきんやスポンジでふき取ると簡単にきれいに
なります。
　最後に、私はまだ試していないのですが、酢を２倍
の水で薄めスプレーボトルに入れた「酢スプレー」を
台所やトイレに常時置いておき、シンクの汚れ、生ゴ
ミのにおい消し、お風呂場のカビに、トイレのアンモ

ニア臭対策にとシュっとひとふきかけるだけで、効果
絶大なのだそうです。
　お酢は、人の体にも環境にも、そしてお財布にも優
しいところがいいですね。
　皆さんもぜひお試しください。

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　大関　和子（上加用）

ぼくたちと比べると、こんなに大きいよ

八本杉さん、500 年前の津南は
どんなだったの？

この八本杉は、外丸の有志グループ「八本杉」
によって登山道が整備されている、氷山の登
り口に位置しています。

氷
こおり

山
やま



戸 籍 の 窓

■人口10,417（−3）　男5,076（1）　女5,341（−4）

■世帯数3,594（2）　■転入／ 16　■転出／ 12　■出生／ 5　■死亡／ 12　■婚姻／ 210月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展「魚沼地方の先史文化」
　会　期／平成26年9月6日㈯〜 11月9日㈰
　入館料／大人 300円
　　　　　中学生以下 無料
　津南町を中心とした魚沼

地方における旧石器時代

〜弥生時代の自然環境など、

最新の研究成果をご覧いた

だきます。

●津南シンポジウムⅩ
　「沖ノ原式期の文化様相―縄文時代中期末葉
の越後を探る―」

　日　時／ 10月25日㈯13:00 〜 26日㈰15：00
　縄文時代中期末葉の沖ノ原式期の文化様相を、最新の研究に基づいて講演を行

います。

　会　場／花とほたる　湯のさと　雪国
　参加費／ 2,000円、懇親会費　5,000円　　　
　お問合せ先／津南町教育委員会　文化財班　☎765-2299

●『津南学』第3号刊行のお知らせ
　大好評の『津南学』も、ついに第3号が刊行され

ました。　

　津南の自然・文化・民俗・歴史など、津南の魅力を

凝縮した1冊になっています。

　なじょもん・文化センター・歴史民俗資料館など

で、1,500円(税抜)でお買い求めいただけます。
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樋口　ミツエさん	（83歳・反里口）
藤ノ木　チヨさん	（102歳・陣場下）
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企画展示の様子

『津南学』第3号

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります11 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 13:30〜15:30 縄文人は何を食べていたのだろうか？
〜ヤブツルアズキを食べよう〜 300 低学年から

2日㈰ 13:30〜15:30 木の実のリースづくり 800 低学年から

3日㈷ 13:30〜15:30 雑穀アラカルト　〜スイーツ編〜 800 低学年から

8日㈯ 13:30〜15:30 コウゾのおかき 無料 低学年から

9日㈰ 10:00〜15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

15日㈯ 13:30〜15:30 トチあんぼづくりⅠ 300 低学年から

16日㈰ 10:00〜12:00 そば打ち 800 中学年から

22日㈯ 10:00〜11:00 トチあんぼづくりⅡ 300 低学年から

23日㈰ 10:00〜12:00 大人の石器づくり　〜石槍づくり〜 500 高学年から

24日㈷ 13:30〜15:30 ヤママユガの糸とり 300 高学年から

29日㈯ 13:30〜15:30 小枝のクリスマスツリー 500 低学年から

30日㈰ 13:30〜15:30 トチあんぼづくりⅢ 800 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。
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